



















































































































度数 パーセント ント ント
有効　　　　20歳代 60 8．5 8．6 8．6
30歳代 533 75．9 76．1 84．7
40歳代 106 15．1 15．1 99．9
50歳代 1 ．1 ．1 100．0






度数 パーセント ント ント
有効　　　　女の子 345 49．1 49．9 49．9
男の子 346 49．3 50．1 100．0







度数 パーセント ント ント




2歳 21 3．0 3．0 5．0
3歳 97 13．8 13．9 18．9
4歳 214 30．5 30．7 49．6
5歳 234 33．3 33．5 83．1
6歳 118 16．8 16．9 100．0






度数 パーセント ント ント
有効　　　保育園 208 29．6 29．8 29．8
幼稚園 491 69．9 70．2 100．0


















































































































































































































































彰笏丁丁丁丁 54．5％ 14．4％ ％
100．0％
霧喪葬3乏1諺無毒 52．8％ 14．2％ ％
獲雛蜘舞雛爵 55．1％ 14．3％ 1i％





























































〆　　　　　　〆 30．0％ ．賜．：i1 9％
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認可笏髪…簸笏霧笏笏 25．9％ ：：：＝＝：：：1：19．0％：：：1：：：；：： 5．2％
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丁丁、子どもの工作の保存
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5、物やごみに関する子どもの行動と関連する要因
　本研究の目的の1つは、子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成に求められることは何
かを探ることであった。子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成に、物やごみに関する親
自身の関心やしつけ・態度や日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法が関
連しているのではないかと考え、これら2つの要因と物の取り扱いに関する子どもの行動との相
関を検定した。なお、3歳未満児は、質問項目の中にある「もったいない」「ものを大切にする」
といった抽象的概念の発達が不十分であると考えられるので、ここからの分析は3歳以上の子ど
もを抽出して分析した。
D物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度と物やごみに関する子どもの行動との関連
　物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度（8項目）と物やごみに関する子どもの行動
（4項目）相関を検定した。その際に、数値が高いほど関心や態度および理解度が高くなるよう
に、（凶以外の項目の評定値を逆転させた。なお、（西については間隔尺度と見なせないため、
削除した。
①お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動（qlO）と親自身の関心やしつけ・態度との関連
　お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動と親自身の関心やしつけ・態度8項目との間に有意な相関
は認められない。
（2）物を大切にする行動・態度（（ミ11）と親自身の関心やしつけ・態度との関連
　Q3：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（r一。242，．ρぐ01）、（ミ8：ごみを
分別するよう手助けしているか（r一。225，。ρ＜．Ol）について有意な相関が認められた。
（3）物を片付ける行動（（謎12）と親自身の関心やしつけ・態度との関連
　q3：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（r一．、229，．ρぐ01）についてのみ有
意な相関が認められた。
（4）「もったいない」ということばの意味理解（（謎13）と親自身の関心やしつけ・態度との関連
　有意な相関を示したのは、（輪：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（み
。204，．ρ＜。Ol）とq8：ごみを分別するよう手助けしているか（r一．225，。ρ＜．01）であった。
以上の結果より、ごみや物の取り扱いに対する親自身の関心やしつけ・態度の中で、「日ごろ
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から子どもに物を大切にするように言う」「ごみを分別するよう手助けしている」といったしつ
け・態度は、子どもの肯定的なものの取り扱い行動や「もっていない」という概念形成に関連し
ていることが示唆された。
2）日なの生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法と物やごみに関する子どもの
行動との関連
　日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法（8項目）と物やごみに関する
子どもの行動（4項目）との相関を検定した。その際に、数値が高いほど親自身の行動や対処行
動の評定が肯定的になるように、（毫17以外の項目の評定値を逆転させた。なお、（毫22と（毫23に
ついては、間隔尺度と見なせないこと、および子どもの作品への親としての想いを測る意味合い
も強い項目であるため、分析する際に削除した。
①お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動（q10）と日々の生活における物やごみに関する親自身
　の行動や対処方法との関連
　　お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や
対処方法との間に有意な相関は認められない。
（2）物を大切にする行動・態度（（ミ11）と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や
　対処方法との関連
　　物を大切にする行動・態度と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法
　との間に有意な相関は認められない。
（3）物を片付ける行動（Q12）と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法
　との関連
　　物を片付ける行動と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法との間に
　有意な相関は認められない。
（4）「もったいない」ということばの意味理解（q13）と日々の生活における物やごみに関する
　親自身の行動や対処方法との関連
　　「もったいない」ということばの意味理解と日々の生活における物やごみに関する親自身の
行動や対処方法との間に有意な相関は認められない。
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　ここで検定した日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法に関する項目は、
親のエコ・環境配慮志向を反映した内容であり、子どもに直接的に働きかけるしつけや態度では
ない。このような志向性や価値観は子ども、特に幼児にはわかりにくいため、子どもの物やごみ
に関する行動に直接は関連しなかったものと考えられる。
4、まとめ（今後の課題）
　本調査における親世代は、子どもの頃に積極的な環境教育を受けてきたわけではない。しかし、
次世代の子どもには教育的観点から多くの伝えていくべき事柄があり、親もまた共に学んでいく
必要があると考えられる。調査項目（軽と（ミ2の結果を比較してみると、子どもをもつまではご
みとリサイクルの取り組みに関心がなくても、子どもをもっことを契機として関心をもつように
なった回答者がいた。親として何をどう教えていくべきか手探りで取り組んでいるのではないか
と考えられる。このような結果を含め、今回の調査では、ごみとリサイクルに関する子育て家庭
の実態を把握することができた。この結果を踏まえ、行政、家庭、保育園および幼稚園、学校現
場などが連携しつつ、効果的な意識の啓発や取り組みの展開を考えていく必要がある。
　「物やごみに関する子どもの行動」と「物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度」およ
び「日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法」との関連をみたところ、
「日ごろから子どもに物を大切にするように言う」「ごみを分別するよう手助けしている」といっ
た直接的なしつけや態度が物やごみに関する子どもの行動を促していることが示唆された。一方、
親のエコ・環境配慮志向を反映した「日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処
方法」は子どもの行動にあまり直接的な影響を与えないのではないかということが推測された。
したがって、子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成のためには、幼児期からの具体的で
直接的な子どもへのしつけや態度が求められると考えられる。
　q24の自由記載欄において、子どもたちのごみとリサイクルの意識を高めるために、どのよ
うな手立てや⊥夫が考えられるかの考えや意見を329件得られた。現在進行中の毎日の子育ての
中、親の気づきが随所に見られ、さっそく生活の中に組み込んでいければという⊥夫や、生産者
や製造者、社会のあり方にまで思いを巡らしている意見があった。ひとりひとりの意見を集約す
ることで、全体の思いの方向を伝え、次の流れへとつないでいくことができると考えられる。保
育や教育の立場から社会の責務をいくばくかでも担って、子どもの年齢や特性に合った支援のあ
り方を提案するなど実際に保育・教育の現場および家庭のサポートを目指すことの大切さを調査
の中から汲みとり、今後の展開として保育・教育の立場から家庭向けプログラムを実践、提案し
ていく必要があると考えている。
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アンケート調査用紙
家庭における物との関わりに関するアンケート調査のお願い
　このアンケート調査は、名古屋市のごみ減量への取り組みを受けて、
名古屋市内の幼児をもつ家庭での物との関わりについて調べること
を目的としています。その結果をもとにして次世代のごみ減量に対
する啓発をどのように進めるかを考え、皆様に情報を提供すること
を行ってまいります。
　本調査は、（財）名古屋市リサイクル推進センターによる平成21
年度活動推進助成を受けて実施しています。
　尚、ご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理、分析されま
すので個人が特定されることはありません。
　ご多忙のところ誠にご面倒をおかけ致しますがご協力宜しくお願
い申し上げます。
以下の質問をお読みいただき、最も当てはまる数字を○で囲んで、ご回答ください。
ご兄弟姉妹がいる場合は園に通う上のお子さんを想定してお答えください。
ここでは、あなた自身のことについてお伺いします。
Q1．あなたは現在、ごみとリサイクルの取り組みに関心がありますか？
1．かなり関心がある
2．多少関心がある
3。あまり関心がない
4．全く関心がない
Q2．あなたは子どもをもつ前からごみとリサイクルの取り組みに関心がありましたか？
1．かなり関心がある
2．多少関心がある
3．あまり関心がない
4．全く関心がない
Q3，日ごろ子どもさんにものを大切にするように言っておられるほうですか？
1．そう思う
2．どちらかといえばそう思う
3．あまり思わない
4．思わない
Q4．あなたは片付けを大事だと思いますか？
1，そう思う
2，どちらかといえばそう思う
3．あまり思わない
4．思わない
Q5．子どもさんが片付けをしない揚合、どのように対処していますか？
1．叱ってでも子どもに片付けさせるようにしている
2，一緒に手伝って片付けるようにしている
3．褒めたり、励ましたりして自分（子ども）で片付けるようにしている
4．自分（親）で片付けてしまう
Q6，大人のごみやたばこのポイ捨てをどう思いますか？
1．自分もしたことがあり、別にかまわない
2．自分はしたことがあるが、良くないと思う
3．自分はしたことはないが、しかたがない
4．自分はしたことはなく、容認できない
Q7，他の大人がごみのポイ捨てをしているのを見た時、あなたはお子さんに真似をしない
ように言いますか？
1．必ず言う
2．たまに言う
3．あまり言わない
4．全く言わない
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Q8，あなたは、子どもさんがゴミを分別するよう手助けしておられますか？
　　　1．いつもしている
　　　2．できるだけしている
　　　3，あまりしていない
　　　4。していない
Q9。子どもさんの行いに対して、「もったいないよ」と口に出して書うことはどの程度あ
りますか？
　　　1。よく言う
　　　2．どちらかというと雷う
　　　3．ほとんど言わない
　　　4書わない
ここでは、手どもさんのことについてお聞きします。
q1◎，子どもさんはお菓子の包みはごみ箱に捨てていますか？
1．そう思う
2．どちらかといえばそう思う
3．あまりそう思わない
4，そう思わない
Q11，子どもさんはものを大切にしていると思いますか？
1．そう思う
2。どちらかといえばそう思う
3．あまり思わない
4，思わない
Q12．子どもさんは片付けをするほうですか？
1．そう思う
2．どちらかといえばそう思う
3．あまり思わない
4．思わない
Q13，子どもさんはドもったいない」という雷葉の意味をどの程度理解していると思われ
ますか？
ユ。よく分かっている
2，どちらかというと分かっている
3．あまり分かっていない
4，分かっていない
ここでは、子どもさんのを含め物に対する取り扱いをお聞きします。
Q14、家庭内に子どものおもちゃは多いと思いますか？
　　　　1．そう思う
　　　　2．どちらかといえばそう思う
　　　　3，あまりそう思わない
　　　　4，そう思わない
Q15．家庭内に子どもの服は多いとおもいますか？
　　　　1，そう思う
　　　　2．どちらかといえばそう思う
　　　　3．あまりそう思わない
　　　　4。そう思わない
Q16．家庭内に物は多いですか？
　　　　1．そう思う
　　　　2．どちらかといえばそう思う
　　　　3．あまりそう思わない
　　　　4．そう思わない
Q17．家庭内で不用になった物はどうされますか？
　　　　1．すぐに捨てる
　　　　2．どちらかといえば捨てる
　　　　3，ほかに活用できる方法を考える
　　　　4，とりあえずとっておく
Q18，子ども用品（服・小物など）は知人からのおさがりやリサイクル品を利用したこと
がありますか？
　　　　1，よく利用する
　　　　2．たまに利用する
　　　　3．あまり利用しない
　　　　4，全く利用しない
Q19．子どもの大型生活用品（ベッド、三輪車、ベビーカー、大型遊具、自転車など）は
知人からのおさがりやリサイクル品を利用したことがありますか？
　　　　1．よく利用する
　　　　2，たまに利用する
　　　　3．あまり利用しない
　　　　4．全く利用しない
Q20．壊れたおもちゃや、サイズの合わない子どもの服を直して使ったことがあります
か？
　　　　1．よくある
　　　　2．したことがある
　　　　3．しょうと考えているがまだない
　　　　4，ない
Q21．子ども用品（おもちゃ、袋物、服等）を手作りすることに関心がありますか？
　　　1．関心があり作ることがある
　　　2、節約のため作ることがある
　　　3，機会があれば作ってみたい
　　　4，関心はない
Q22．子どもさんが描いた絵をずっと保存しますか？
　　　1，絵は現物で残しておく
　　　2，絵は現物と写真で残しておく
　　　3．絵は写真で残しておく
　　　4．保存はしない
Q23．子どもさんが作った工作を保存しますか？
　　　1．工作は現物で残しておく
　　　2，工作は現物と写真で残しておく
　　　3．工作は写真で残しておく
　　　4．保存はしない
Q24．子どもたちのごみとリサイクルの意識を高めるために、どのような手だてや工夫が
考えられますか？お考えやご意見を自由にお書き下さい。
F1．あなたの性別を選んで下さい。
1．女性　　　　　2．男性
F2、あなたの年代を選んで下さい。
1．20歳代　　2．30歳代　　3，40歳代　　4．50歳代
F3．お子さんの年齢（園に通っておられる一番上のお子さんの年齢）を選んでください。
1．零歳　　2．一歳　　3，二歳頃　4．三歳　　5，四歳　　6．五歳　　7．六歳
F4．お子さんの性別はどちらですか？
1．女の子　　　　2。男の子
F5．お子さんの園はどちらですか？
1．保育園　　　　2．幼稚園
F6．お子さんの園は何区にありますか？
1．西区　　　　　　　　　　　　9．港区
2，緑区　　　　　　　　　　　10．瑞穂区
3。天白区　　　　　　　　　　11．千種区
4．守山区　　　　　　　　　　　12．名東区
5，中村区　　　　　　　　　　13，南区
6．昭和区　　　　　　　　　　14．中村区
7，中区　　　　　　　　　　　15．熱田区
8．中川区　　　　　　　　　　16，北区
これで、アンケートは終わりです。
ご記入いただいたアンケート用紙は、封筒に入れた上、封をして、アンケート回収箱に投入して下さい。
ご協力ありがとうございました。
